On Marx's Plan of the Critique of the Political Economy by 関下, 稔
Titleブルジョア社会の国家形態での総括と後半体系
Author(s)関下, 稔









労働市場の形成要因について…......... ー赤岡 功 1 
労働力の「市場価値」について・…・・・・ 松井栄一 18 
フツレグョア社会の国家形態での
総括と後半体系...・....………・・・・・ ・ ー関下 稔 犯
社会主義的「商品J説における

























2) 書信粛 「経済学北半悼系と「資本論jJ， (島・宇高・宇位美編「マルクス経商学体系Jl!，有
斐関L所収);1国際経済学における国家範鴎をめfってム (1国際経済」第18号，日本評論社，所収入
ヅノv~/ ~ア社会の国家形起での総括と後半体系 (215) 39 






















3) K. Marx. Das Kapital. Bd. 1，且larx-Engels 耳'erkιBd.23， S.15，邦訳，大月版全集，
第23巻第 1分冊.10ベー リ
4) K. M合同 ZurKritik der politischen Ok，叩omie，Marx-E噌曲目ペerke，Bd. 13， S.7， 
邦訳，大月版全集車13巻. 5へージー
のK.Marx. G叩 nd，甘'Scder 1<:.地品企rpol;出'schenδk"，叩nu"e.1857-1858. Dietz Verlag， 
Berlin. 1953. S5. 28-29.高木幸三郎監訳，大月書庖第l分冊.30ペ-:/.
6) lbid.， 5.29，邦訳 30ベ一九
の Ibid..S. 175，邦訳.185ベー ジ.
8)9) lbid.， S. 139，邦乱 149ペー ジ.
























































42 (218) 第四6巻 第 5号
握しようとする一連の傾向がでてきた。
そのひとつは， 『資本論JJ=r国民経済 1=仁国家lという等式を描〈 ζ とによ
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マノレタスは 『経済学批判序説』 で 「プノレジョア社会の国家形態での総括J
「それ自体との関係で考察すること」につづけて i不生産的諸階級。租税。
国債u 公信用」閣と書いている。また別のととろでは国家のあとに「困家とフa
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したがっ乙総資本と個別資本との問の矛盾としてあらわれる資本の二つの
相矛盾し合った傾向は世界市場においては更に大きな規模て展開されるだろう。
おわりに
とれまで，従来の論争をふりかえりながら前半体系から後半体系への移行と
後半体系の最初におかれている「国家」の内容について述べてきた。ここでの
筆者の課題は「国家 lを上部構造として把握しうつも，それをいかにして経済
学の体系の中に位置づけ，展開するかであり，そのようにして「外国貿易」以
後へとつなげていくかであった。
従来，上部構造たる国家の土台たるブルジョア社会への反作用，および両者
の相互作用と正し〈指摘されたものの内容が十分明確にされたとは思えず，し
たがって，その指摘に沿って「国家」から「外国貿易Jへと具体的に論理を上
向させる点では不十分さをまぬがれえないというのが筆者の日頃の不満であっ
た。さらに，国際経済，世界経済の諸問題にあっては，プランとの関係がもっ
と不明確になり，一部にはプランそのものの意義について根本的な疑問を投げ
かける論者もでてきている。このような様々の混乱にたいして，筆者なりに経
済学の運動法則として把握しようとする見地から問題提起として展開じてみた。
もちろん，ここに展開したもりはきわめて初歩的なものであり，未熟吉をま
ぬがれえないものと覚悟しているが，先輩諸兄の忌俸ない御批判をifp，、でさら
に前進の糧としようと考え，あえて公表した次第である。
